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る
一
も
が
「
オ
1
イ
」
と
ユ
リ
カ
モ
メ
に
一
さ
ん
と
同
研
開
会
の
完
季
完
一

約
一
平
羽
の
ユ
リ
カ
モ
メ
が
群
れ
を
妄
田
さ
ん
さ
一
年
自
宅
ユ
リ
一
呼
び
か
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
も
一
（
ぎ
が
干
潟
に
君
、
パ
ン
切
れ
パ
一

な
し
て
、
一
斉
に
水
面
の
パ
ン
を
っ
す
モ
メ
も
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
。
一
の
パ
ン
切
れ
に
代
わ
っ
て
投
げ
つ
け
一
ケ
ツ
三
杯
分
柔
面
に
投
げ
る
。
年
一

、
ば
み
始
め
た
。
習
志
野
房
重
一
そ
の
矢
先
、
脅
さ
ん
を
重
喜
一
ら
れ
た
の
は
石
つ
ぷ
て
だ
っ
た
。
坐
が
明
け
て
か
ら
、
ユ
リ
カ
モ
メ
は
森
一

干

潟

で

、

い

京

ユ

リ

カ

モ

メ

の

餌

唖

一

回

さ

ん

の

芝

聞

き

つ

け

る

よ

う

に

一

（
え
）
付
忠
順
調
に
進
ん
で
い

市

一
な
っ
た
。
そ
し
て
踊
っ
て
水
面
の
パ
一

ハ
一
以
切
れ
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。
盛
ん
一

ピ

ず

る

だ

け

で

芝

、

野

鳥

と

宴

会

第

。

一

干
一
い
ま
で
は
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
も
一

）

触

れ

一

－

：
鴻
一
な
く
な
っ
た
。
、

・

－

tα
一
森
田
さ
ん
は
「
よ
う
や
く
ユ
リ
カ
一

力
開

Z
メ
の
持
け
が
出
来
る
よ
う
に
な
一

山
一
四
一
っ
た
。
毎
日
、
パ
ン
の
ミ
ミ
を
譲
つ
一

む
奮
一
て
く
れ
た
団
地
の
パ
ン
屋
さ
ん
に
画
一

ま

＝

一

一

川
一
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
五
月
に
一

つ
一
か
廿
て
殻
盛
期
で
、

ユ
リ
カ
モ
メ
は
一

同
一
約
五
平
羽
が
飛
来
し
ま
す
。
多
く
の一

切
一
人
に
餌
付
け
し
た
ユ
リ
カ
モ
メ
を
楽
一
・ー

か

一
．し

ん
で
ほ
し
い
？
そ
し
て
野
塁
、
一
一
一

か
一
干
潟
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
話
レ
一
一

！

湘
一
て
い
る
。

てしなを

’

れ群



尾罰1実汗Eヨ－水曜日

ふ
た
か
ー
：
湖
の
告
で
、
匂
専
か
つ
l
ん
て
L
マ
、
為
り
く
い
フ
に
ふ
フ
T
Lま
コ
た
慢
の
ふ
埠
干
喝
の
O

会
的

．込

〆

｝－
 

／

r

句、‘
d
t
v
r
 、、

方284-号

h
－－F

 、，ae

L .. 

c:J 

唱、), 
J; 
ii 

可 ~4-. 2.. ci 

づき＇1 主
，『ri4,12.,9

会費年z~oo

之

責 Z
森1電習話志

O野
四市

田i包;i 
－｜千
二：.. !ilヤ

I -1::: 

有名五鵬
’10荘"TT守、p、

I~ ，.こa

固」2

問
組
提
起
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
て
い
る
。

材
陣ちを
忍 ~- 

？！？！沼

館

翠l

整
繍
計
画
認
め
ら
る

鱒
臨
時
事
業
主
体
な
お
未
定

習
志
野
市
の
谷
俸
干
潟
を
都
市
公
国
務
兼
ね
た
「
野
鳥
の
楽
園
」
に
し
て
保
謹
し
て
き
う
、
と
い
う
公
害
防
止
事
業
団
の
谷
海
一
十
翠
碕
四
カ

年
計
画
が
二
十
四
日
、
政
府
予
算
案
の
編
成
過
程
で
認
め
ら
れ
た
。
綿
事
業
費
百
五
十
七
億
円
を
投
じ
て
野
鳥
観
察
舎
や
縁
辺
な
ど
そ
建
設
し
、
整

備
が
終
わ
れ
ば
県
か
習
志
野
市
に
移
管
し
て
、
国
設
鳥
獣
瓜
九
謹
区
に
設
定
す
る
予
定
だ
と
い
う
J
事
業
資
は
同
寝
業
団
カ
立
て
替
え
て
、
安
配
す
る

事
業
主
体
が
支
払
う
と
と
に
な
る
が
、
問
題
は
肝
心
の
事
業
主
体
が
県
に
な
る
の
か
習
志
野
市
な
の
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
今
後
、

ζ
の
点

が
鞄
講
を
呼
び
そ
う
だ
。
ま
た
干
潟
の
保
護
を
訴
え
て
来
た
自
然
保
護
団
体
も
、
。
「
よ
う
や
く
運
動
が
実
っ
て
う
れ
し
い
」
と
一
応
歓
迎
し
な
が
ら

も
、
「
加
盟
備
計
画
の
青
写
真
を
見
な
い
こ
と
に
は
、
本
当
に
干
潟
の
保
授
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
慎
重
な
態
度
を
崩
し
て
い
な
い
。

ロ〕四
一

5
一一

ロ
一
一
重
誌
で
は
、
一
年
聞
に
約
二

U
一
百
種
、
ピ
ー
ク
時
の
春
に
は
一
万
羽

リ
一
そ
超
え
る
野
鳥
が
飛
び
回
る
。
盤
備

町
一
計
画
は
、

ζ
の
平
潟
に
緑
地
帯
と
野

杭
一
府
が
羽
を
休
め
る
「
緑
の
水
辺
」
を

恒
一
笹
備
す
る
と
と
も
に
、
野
鳥
観
察
合

年
一
な
ど
を
建
設
し
、
都
市
ハ
菌
製
の
野

川内一
馬
の
楽
閣
に
す
る
。
ま
た
、
宰
世
間
四

割
一

寸
は
循
葬
式
で
、
干
潟
へ
の
流
入

を
防
ぐ
計
画
だ
。

「
予
算
他
決
定
」
の
知
ら
せ
を
受

け
た
習
志
野
市
の
三
上
保
二
巾
長
は

「
谷
海
平
潟
が
加
盟
備
さ
れ
る
と
と
は

歓
迎
す
る
が
、
財
政
的
に
厳
し
い
現

状
で
は
、
建
設
費
や
管
理
部
岡
山
ゼ
市
が

負
担
す
る
こ
と
は
融
惜
し
い
。
な
ん
と

か
し
て
県
に
お
願
い
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

県
も

「
ま
だ
事
業
主
体
に
な
る
か
ど
う
か
一
と
喜
ん
で
い
る
が
、
そ
の
半
面
で
盤

決
め
て
い
な
い
。
厳
し
い
財
政
事
情
一
一
個
計
画
が
ど
う
具
体
的
に
巡
め
ら
れ

下
で
も
あ
り
、
県
企
業
庁
を
含
め
て
一
る
の
か
に
不
安
を
抱
く
人
々
も
多

検
討
し
て
見
な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
一
い
。
谷
油
開
干
潟
愛
護
研
開
会
の
森
固

な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
一
三
郎
会
長
は
「
悪
臭
の
も
と
に
な
っ

事
晴
子
媛
負
担
に
は
及
び
腰
だ
。
一
て
い
た
下
水
の
処
理
で
も
、
一
つ
問

一
方
、
十
三
年
前
か
ら
谷
海
平
潟
－
違
う
と
野
鳥
に
と
っ
て
環
境
悪
化
に

の
保
護
を
訴
え
て
来
た
自
然
保
護
団
一
な
り
か
ね
な
い
。
具
体
的
な
青
写
真

体
は
「
よ
う
や
く
運
動
が
実
っ
た
」
一
を
見
た
う
え
で
、
私
た
ち
は
新
た
な

生
か
ぞ
う
、
利
用
l 
よ
フ
／ 

伐
セ
ゲ
積
λ
ソ

く
ぎ
の
可
し
あ
J
3。

一室
、
ぬ
し
す
べ
て
の
ゼ
の
を
。
全
国
、
－
A
L
Y
言、む

一
寸
潟
γ
いの

〉？－

K
ぱ
、
新
！
、
ん
出
町
在
者
同

ヰ
ペ
～
取
〉
」
田
川
考
の
ノ連
殺
で
τの

マd
。

出
切
り
か
寸
ノ
五
今
中
句
ノ
忽

3
～

で
す
勾
川
ノ
、

ヌ
、
本
、
ん
か
す
え

大
ノ
山
内
り
で
考
，

τ。

大
に
l
マ
投
点
在
ゴ
免
除
以

カ
ノ
ぽ、

よ
H
ノ
深
ノ
ヘ
沈
滞
し
た

に
ト
怯
フ
7
L
乏

V
4
L

て
ぜ
ど
l
I
A

ツ
政
孔

十

UZhah－ノ刷、、
／法
殺
寸
l

札
、

渇
ケコ

ぜだ」、

合
h

く
山
内
頭
脳
γ
」
体
左
使
フ
づ
し
、

干
渇
み

旬
、
ん
は
、

こ
人
い
勺

主
観

Y
Z
観

q

は
俗
札
、
試
九
（
寸
L

、
// 

〈
刀
ー
り
た
ぎ
の
ノ
。

一

計
画
達
成
の
四
年
後
に
、
同
事
一

業
団
は
、
干
潟
を
県
に
議
践
し
、
一

県
立
公
闘
と
な
る
。
一
方
、
問
崎
一

庁
で
は
、
干
潟
を
「
国
設
鳥
獣
保

一

諮
区
」
に
指
定
す
る
予
定
。
一

三
さ
の
て
交
わ
っ
マ
来
完
走
は
ぷ
リ
ゃ
ん
て
ノ
『
フ
q

ー一一一一一一‘・ ー． 

'' 、

国
の
予
算
「
谷
津
干
潟
緑
化
」
を
計
上

日

・

新
年
度
予
算
一
環
で
、
関
境
庁
の
一
つ
い
て
は
、
－
H

パ
l
ド
・
サ
ン
ク
一

総
面
白
四
十
お
0

．開
発
が
著
し
く
一
悪
臭
な
ど
が
問
題
に
な
る
一
方
、

汚
一
外
郭
団
体
・
公
密
防
止
事
業
団
が
一
チ
ュ
ア
リ
u

（
野
鳥
の
聖
域
）
と
一
進
む
一
照
一
京
湾
岸
で
自
然
の
間
啓
三
野
鳥
混
一
好
家
か
ら
は
「
自
然
の
宝

百
一
雪
氷
し
て
い
た
「
習
志
野
地
区
共

一
し
て
保
認
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
一
践
す
J

H
儀
後
の
子
伊
と
い
わ
れ
一
障
を
な
ん
と
か
し
て
」
と
館
山
を

U
一同
制
利
施
設
造
成
事
業
」
が
、
二
一
四
か
年
計
画
で
議
円
業
開
は
百
五
一
て
い
る
。
野
島
の
宝
聞
と
し
て
も
一
訴
え
る
声
が
出
て
い
た
。

情
一
十
四
日
、
大
蔵
省
に
認
め
ら
れ
一
十
七
億
円
。
五
十
九
年
初
年
度
一
知
ら
れ
、
ヵ
モ
や
シ
ギ
、
チ
ド
リ
一
計
闘
で
は
、
そ
の
干
潟
の
問
辺

何
一
た
o
習
志
野
市
に
あ
る
「
谷
津
干
一
は
、
谷
油
開
干
潟
関
係
二
十
五
惚
一
な
ど
が
群
れ
て
、

春
の
ピ
1
ク
時
一
会
長一＝
J
に
ベ
ル
ト
状
の
緑
地
借

m一
悶
」
と
、
そ
の
わ
き
を
通
る
東
京
一
円
、
湾
岸
道
路
沿
線
関
係
十
四
億
一
に
は
一
五
泌
を
詔
す
烏
が
見
ら
れ
一
を
設
け
、
遊
歩
道
と
す
る
。
干
潟

引

一

湾

岸

道

路

沿

線

の

緑

化

事

業

を

行

一

円

が

予

定

さ

れ

て

い

る

。

一

る

。

一

そ

の

も

の
は
立
ち
入
り
禁
止
と
し

ど
い
、
公
害
建
議
と
し
て
の
機
一
計
画
の
中
心
と
な
る
答
者
一
し
か
し
昨
年
、
周
辺
寝
室
一
て
鳥
た
ち
が
自
由
に
生
息
で
き
る

5
一
哲
乞
持
た
せ
る

一
方
、
野
鳥
の
宝

一は、

習
志
野
市
の
間
部
、
宗
務
巡

一
て
が
進
み
、
住
宅
団
地
な
ど
が
出
一

λ
1ド
・
サ
ン
ク
チ
：
ア
リ
a

間
一
望
し
て
知
ら
れ
る
谷
空
洞
に
一
堅
実
言
語
に
は
さ
ま
れ
妄
て
干
潟
に
汚
水
が
流
れ
込
み
、
一
と
し
、

一
観
察
所
」
企
庁
－
設
け
る
。

日
制
国

で

τ内ノ
フ
つ
L

。
〈
刀
か
恥

た
ず
し
の
ク
で
は
ふ
り
。

佐
イ

U

ノ
然
、
す
広
わ
す

干
潟
工
会
会
。

ぬ
放
ゾ
し
争
反

に
在
h

ノ
マ
」
想
う
崎
、
〈
自
分
自
身

グ
ヲ
透
明
に
A
コ
2yL
、
友
生
年

対
託

b

，V

し
は
、
す
広
冷

除
明
へ
ー
た
。

、

、

、
0

3
＼

7
2
5八
ζ

り
穴

7
フ
ウ

設
す
丸
、
新
聞

。、フーさ六！：° L 乞う Jぅ、A反用丈川二いLj言究台。新息穣？。確か。
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新
聞

聖｜酢

行
く ｜聞戸

せ

め

－
＼
く
校
内
リ
マ
リ

3
。
向
リ
日
判
本
の

で
、
実
、
り
の
ぷ
ん
の
〉
「
L

i

t
－

o

A

ヴ
ヰ
は
、
ドヘゾ同の

中
旬
一
晩
ま
で
、
え
し
リ

カ
モ
メ
で
丈
リ
に
楽

ー
に
を
う
工
夫
あ
ふ
）
J
ド

で
り
ま
す
。

こ
の
一
山
明
、
は
、
力
↑
℃

ま
で
は
ト
マ
ー
に
ま
い
り
、

ヘ
ベ
リ
カ
芋
＼
え
JV
L
V
つ

I
l
－－－」ょに
M

ハ
シ
め
ミ
ぷ

c' -4 えて
すよ？食
t1) リ i ~\ 

j ず＼ φ 寸

年 〉 ふ lJ
日三（ゴゴ
℃ 1k'. 
志 ~）＇ Jf) 

コ
ゼ
大
」
変
で
す
。

体
重
の
こ
γ
」
で
あ
3
。

そ
J
A
芝
、
え
に
、
ゐ
ず
ウ

ω回
天
白
ノ
ず
の
悶
に
で

あ
3
0
併
一
同
よ
り
少
し
あ
コ
た
。

1
H下
旬
の
二

γ
〕
。
ぞ
れ
ま
で
は
、
引
－
F
t
位
時
め
向
士
、
ワ
D
4
7

ョロ
l
L
T
リ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
ま
で
、
一
一
若
木
フ
マ
芝
、
サ
ら
せ
り

Q
－

B
し

外リ
d

宇
心
h・J

－4介
J

フだ。

必
ず
森
田
ば
4
ん
に
、
色
分
の
体
一
望
主
計
7
J
よ

う
に
ぶ
つ
だ
か
。

今
、
－
十
為
の
近
く
今
、

新
聞
販
売
危
に
勤
務
し

寸
リ
マ
o

。
丸
判
、

3
B
Tに
起
き
て
り
マ
ヴ
。
新
品
川
左

配
っ
て
り
3
時
、
時
q
え
さ
て
で
氷
か

J

州ハリ

J
＼

γ」」
Z

日
芝
、
立
寸
マ
執
ホ
言
。

同
年
前
、
徐
津
干
潟
は
消
滅
す
ヲ
ふ
さ
今
、
建
勾

、五「
L

い
つ
れ
玄
ざ
の
V
」
卑
ゐ
j
ブ
け
ゲ
品
川
寸
U

た。

vk

ヲ
守
侠
遣
に
は
、
一
ん
で
芝
勾
く
本

初
、
協
カ
dL
t
さ
い
コ
、
っ
こ
ヱ
に
し
て

り

30
受
し
ん
で
ま
す
よ
。

の
品
明
広
た
新
聞
ノ
デ
真
の
ノ
片
閣
に
、
τ一
フ
マ
り
た
、
十
ロ
リ

材
料
半
、
J

果
て
だ
秋
、
て
の
け
豆
仰
い
具
合
γ
」主寸
J

具
令
、
＼
ど
｛
、、

忘
れ

E
L＋
ふ
り
、
あ
φ
均
今
日
q

φ

1
ふ
今
ん
亡
し

句
、
安
リ
呆
「
L

－h
h

税
一見
T
あ
り
、
成－不
γ
布
リ
、
深

孟8;
ハ0ンの耳之札けな然海邦木久ぢゃん（ノド玉ノ，....－－＿＿／℃、、父、合、存決定）の曳局、ナ、湯 lノ之乙本 Lノん 'fS~GcE ～

山
日
間
ち
は
谷
津
干
潟
m
T作
決
、
更
が
新
向
に
念
、
マ
L
U
久
末
下
モ
モ
。
体
芝
、
札
ハ
l

川
す
す
ん
で
す
ゐ
。

／＼
↓
人
者
ゑ
カ
eE
一
叶
ザ
た
す
小
ヤ
な
兆
山
人
古
川
で
さ
め
3

4

ハ
ト
。
活
法
能
力
仇

J

‘
少
イ
ナ
モ
か
、

B
y品
川
め
た
。

ミ
ホ
λ
末
、
森
岡
に
商
す
3
会
て
の
、
諸
q
の
志

q
は
、
為
ぬ
れ
た
如
く
、
失
せ
に
「

1

ふ
す
人
w
u
L
め
旧
小

木
た
グ
ん
て
、
然
違
干
潟
依
存
ぷ
ゴ
グ
幻
グ
の
、

v
h
L

φ
’
奴
線
〉
）

4
フ
マ

L

リ
っ
た
。
苅
ね
り
さ
終
玲
色
身

9
p

y
ぎ
浮
せ
の
ゼ
帯
地
買
ぎ
時
美
子
旬

J
V

定
歩
芝
、
め
へ
℃
集
中

し
、
方
向
グ
史
め
に
ノ
水
、
動
リ
て
ゆ
く
の
か
川
っ
た
，

り
つ
送
金
本
、
服
く
、
芳
、
ス
て
り
た
。
働
く
人
向

に
γ
」
フ
て
一
来
明
大
事
広
目
、
給
料
日
，
ず
来
て
を
ふ
ぬ
恥

「
l
L

り
た
、
本
ん
7
L

り
、
フ
事
沙
何
友
好
）
あ
フ
た
。
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リ
怠
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で
た
た
り
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ク
一
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、
が
り
コ
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取
れ
た
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ノ
や
や
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ム
中
｜
せ
ん
、

ど
う
ど
し
あ
h
ノ
今
〉
）
う
ご
み
｝
り
ま
す

こ
の
、
夜
、

、一
一
を
う
ま
で
主
透
く
、

お
の
、
田
之
、
ん
で

中
か
ぷ
い
」
み
の
ム
田
洋
夜
、
野
監
奄
句
作
、

J
ヰ
対
河
句

黄
を
り
ハ
、
ノ
力
ィ
プ
L
ウ
ゲ
ヒ
－
／
卜

Z
得
だ
さ
の
で

あマ
d
o

日
躍
、
休
日
ご
℃
に
ゆ
均
か

τ

川
氏
車
十
、
近
う
か
れ
可
）
A
一
手
足

く
に
ぷ
言
。
勿
論
、
よ
れ
ケ
ゲ

さ
ず
コ

γ
」
鴻
附
リ
殺
寸
て
り
J

＼業

廷
で
事
言
。

「
実
左
目
匂
帆
f
J
A

ぽ
、
本
当

防

、『A
ペ
ー
す
A

1

1

4

A

勺
－
ニ
安

臥
般
か
あ
ま
す
っ
て
つ
1

し
、
そ

れ

は
ヤ
ポ
ど
り
う
ζ
ん
い
L

？
る
り

で
す
か
あ
。
ま
去
、
あ
ん
ま
リ

咽
人
き
づ
め
ぷ
り
で
、
伝
達
？
ぃ
～

芝、
J
A

ん
で
下
マ
り
ょ
．

h

が
4

ま
い
」
広
り
や
、
殺
た
芝
か

フ
刊
で
た
り

b

ぞ
う
ソ
フ
小
供
い
」
み
，だ
こ
之
を
に
て

ま
で
さ
、
何
γ
〕か

L
マ
ハ
伊
芳
一
干
潟
之
恥
片
し
た
り
の

d

で
坊
γ
ヘヴ。、渇
J
小

3
方
は
、
つ
ラ
左
足
」
栂
も
と
よ
－
E
う

が
、
縦
走
は
、
ワ
ラ
？
ぎ
り
リ
沙
・
5
極
み
た
リ
め

で
あ
言
。
あ
や
す
リ
た
り
の
で
あ
ま

q

寸
ご
う
？
フ

7
L
A
ば
、
き
フ
℃
、
〉
fL
勺
つ
中
夕
、

何
か
い
り
す
辛
が
あ
ゴ
ん
い
u

？
芯
り
か
ん
ヲ
ラ
サ
。
ご

う
tL
マ
リ
丸
町
、
私
走
ぎ
、
｛
制

r

寸
一
励
ま
で
れ
マ

d

ょ

う
ぶ
気
か
す
玄
l
L

‘
。
徐
津
午
潟
左
ヤ
ヲ
ふ
ん
台
々

め
で
あ
3
0
ぞ
う
、
こ
こ
は
、

「
谷
注
ヰ
潟
の
零
h
y

首
パ
ワ
℃
し
て
、
J
Z
A
h
夫
氏
根
付
き
づ
っ
あ
マ
る
だ
。

． 

． 
黄
色
り
ヘ
、
γ力
士
っ
、
攻
に
は
、
。
谷
違
干
潟
の
精
一
霊
ク
？
宥
コ
マ
り
マ
σ

の
で
や
め

J
3－



，‘du 
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J乙

こ
め
頃
は
、
ヲ
て
ま
で
か
街
々
り
マ
冷
品
川
て
L
ま
り
、
俊
み
ス
タ
か
先
ま
り
芝
待

J

フ
マ
り

3
の
で
す
。

( 3 ) 

ーユリ均り餌介けの主乙ー

ハ
川
ア
は
河
川
以
石
、
く

x
g

んiポセ3ぅ、のそこ λカ

力
モ
メ
小
ぐ
フ
〉
」
犬
同
平
に
ぷ
ハ
ノ
、

芝
あ
帯
決
’
人
た
y
’L
3
で
す
。

時
6今
回 a の
防局
不きく

｛亙
A. ？ φ 
く Jf

下
寸
潟
に
行
つ

l 

討
す
た
け
で
来

3
ょ
、
〉
に
ぷ

之
R
印
日
に
一
陥
竹
内
ρ

カ

姿
一芝
田
ん
ぷ
ず
っ
た
の
で
す
か
、

モ
メ
の
主
将
か
均
つ
て
来
て
、

っ
た

y
mノミ
Y
で
す
・

陶
だ
わ
や

JJ
一
力
げ
し
γ
」笑

管
ヲヨ

し
ま
し
？と

、~

~~~， 
ぐ、，－ ~-, 

‘、，
!¥:;_;.r 

り
か
こ
み
上
げ
て
し
ま

5

‘＼ -

‘ 、~

て
の
こ
Y
。

4’ 
v” 

’L 

中
村
セ
ん
〉
」
ぶ
決
’
～
叫
ん

司、『－

か、

毎
日
せ
フ
せ
Y
ゃっ

事、

て
く
小
マ
け
ま
す
。

-~r 

雪
の
臼
vE
応
の
日
さ
干
潟
一
生

に
通
つ
づ
L

り
ま
す
。
え
気

て

9
E…～リ日は、

実
、
く
て
丈

、
変
で
す
e

か
＼
モ
A

爪
ぷ
り
の
一
ユ

巧
使
は
あ
ゴ
ょ
、
〉
で
す
。

‘す
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市
民
ぐ
る
み
ク
リ
ー
ン
作
戦
ヘ

習志野の谷津干潟

決
意
新
た

習
志
野
市
の
谷
海
干
潟
を
わ
が
一
リ
（
野
鳥
の
型

8
と
す
る
計
画

国
初
の
自
然
干
潟
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
一
が
来
年
度
政
府
予
算
で
認
め
ら
れ

干
潟
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
の
小
学
生
メ
ン
バ
ー
た
ち

l‘ 

司
了
、
r

vr 
、

， --

、a、

「綬
の
水
辺
」
や
大
が
か
り
な
野

鳥
制
摂
舎
を
つ
く
る
計
画
が
来
年

度
政
府
予
持
に
服
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

森
田
さ
ん
の
運
助
に
共
感
し
た
一
開
会
は
五
日
も
「
ハ
合
同
陣
干
潟
市

近
く
の
新
興
住
宅
地
の
主
開
ら
も
一
民
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い
、
主

干
潟
の
消
掃
に
参
加
。
初
め
は
二
一
掃
や
小
学
生
を
合
め
た
約
三
十
人

l
三
カ
月
に
一

度
ほ
ど
だ
っ
た
一
が
軍
手
と
長
靴
姿
で
子
潤
の
ゴ
ミ

が
、
三
年
前
か
ら
は
月
に
二
回
の
一
拾
い
を
し
た
が
、
会
員
た
ち
は
明

割
合
で
流
木
、
空
き
缶
、
疲
れ
た
一
る
さ
で
い
っ
ぱ
い
。
森
田
さ
ん
は

電
化
製
品
な
ど
を
取
り
除
く
作
業
－
「
ま
だ
青
写
真
が
で
き
て
い
な
い

た
が
、
こ
の
間
報
を
心
待
ち
に
し
一
鳥
が
飛
来
す
る
。
冬
シ
ー
ズ
ン
の
一
を
続
け
た
。
ま
た
、
日
本
野
鳥
の

一の
で
、
手
放
し
で
は
喜
べ
な
い」

て
い
た
の
が
、

「谷
津
干
潟
愛
哲
一
今
は
、

ユ
リ
カ
モ
メ
や
イ
ソ
シ
ギ

一会
県
支
部
の
メ
ン
バ

ー
も
協
力

一と
慎
重
な
口
ぷ
り
だ
が
、
永
年
の

研
究
会
」

H
森
田
三
郎
会
長
（
Z

一
が
ニ
l
三
千
羽
飛
び
回
り
、
春
の
一
し
、
手
作
り
の

・水
上
野
鳥
観
察
合
一
運
動
が
や
っ
と
突
っ
た
こ
と
に
つ

ら
、
会
員
四
十
人
。
同
会
は
十
年
一
ピ
l
ク
時
に
は
一
万
羽
を
超
す
混
一
や
ペ
ン
チ
、
望
遠
鏡
を
設
置
。
休
一
い
て
「
感
慨
無
設
で
す
。
行
政
を

前
の
結
成
以
来
、
市
の
埋
め
立
て
一
り
鳥
が
集
団
飛
来
す
る
首
都
明
内

一
日
に
は
東
京
か
ら
も
パ
l
ド
ワ
ォ
一
頼
る
前
に
自
分
た
ち
で
行
動
を
拍

計
画
に
反
対
し
、
ゴ
ミ
拾
い
や
野
一
の
質
量
な
野
鳥
の
宝
庫
だ
。
一
ヲ
チ
ャ
ー
が
来
る
ほ
ど
の
見
事
な

z

一
め
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と

鳥
観
察
舎
の
建
設
な
ど
の
自
然
保
？
と
こ
ろ
が
、
谷
海
干
潟
周
辺
の

一自
然
の
干
潟
に
再
生
さ
せ
た
。
一
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
い
る
。

設
活
動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
き
一
極
め
立
て
に
よ
る
宅
地
造
成
や
学
一
森
田
さ
ん
ち
の
積
極
的
な
運
動

た
。
会
員
た
ち
の
熱
意
が
腰
の
軍
一
枝
建
設
が
昭
和
四
十
年
代
か
ら
盛
一
に
平
調
保
離
の
世
論
も
高
ま
り
、

い
行
政
を
一
か
し
た
も
の
で
、
森
一
ん
に
な
り
、
習
志
野
市
で
は
さ
ら
一
習
志
野
市
も
埋
め
立
て
構
想
を
凍

田
さ
ん
は
「
と
れ
か
合
も
市
民
ぐ
一
に
干
潟
を
組
め
立
て
て
公
営
住
一
結
。
そ
し
て
今
年
一
月
下
旬
、
総

る
み
で
グ
ク
リ
ー
ン
作
戦
u
を
良
一
宅
、
下
水
処
理
施
設
な
ど
の
題
設
一
事
業
費
百
五
十
七
億
円
の
四
年
計

開
し
て
い
く
」
と
決
践
を
新
た
に一

計
画
を
検
討
し
だ
し
た
。
乙
の
た

一回
で
谷
海
干
潟
に
野
鳥
の
憩
え
る

し
て
い
る
o

u

一め
森
田
さ
ん
ら
は
四
十
九
年
に
一

。
谷
海
干
潟
は
木
更
湾
市
の
小
煩

一「
谷
海
干
潟
愛
護
研
究
会
」
を
結

一一

川
河
口
と
並
ん
で
、

東
京
湾
に
二

一
成
し
、
市
や
県
に
保
存
を
訴
え
る

一－

つ
だ
け
残
さ
れ
た
自
然
の
干
潟
。
一
一
方
、
付
近
住
民
の
グ
粗
大
ゴ
ミ
一

約
三
三
か
の
広
大
な
面
積
の
中
に
一
語
き
場
M

”
と
化
し
て
い
た
干
潟
の
一

年
間
約
百
七
十
租
の
渡
り
鳥
や
野
一
掃
除
を
始
め
た
。

一

に
愛
護
研

問
攻
の
人
に
久
、
λ
Q
J
h

て
と
￥
L

、
サ
ノじ
ク
イ
プ
ュ
ア

リ
計
忌
お
と
宇
一
之
、
7
し
来
7
d
Y」

斤ー、

品
目

新
聞

1q it 
牛
之
只

ワ
回

私
達
は
ハ官
b
づ
L

り
ま
す
。

仏

γ
」
づ
の
専
か

J

根
付
ノ
ヘ
に
は
、
相
当
の
月
日
が
か
か
り
ま
し
た
。
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問一
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d
’

い

咽

4

・
4

・1hE
E司

aa
‘

4

・
ふ
湾
干
潟
愛
護
新
交
ム
ミ
グ
、
昭
『
泊
四
十

大
手
に
発
足
L
「
L
U
A
来
、
〈
午
、
及
φ
火、か
g
東淀）

猿
I

〉
＼
、
長
ウ
フ
た
。

吹
き
つ
ヤ
ヲ
L
で
、
お
に
J
h
／
ゴ
天
伎
の
さ
の
に

身
左
せ
与
す
、
ポ
－
フ
シ
二
今
ア
江
戸
～
勃
に
℃
フ
マ
、

め
ゆ
に

J
宣
圧
ク
Y
」
』
ふ
っ
て
め
し
か
か
っ
て
く
す
活
）

め
で
あ
マ
d
o

干
潟
で
は
、
作
ω

更
す
玄
関
、
井

けチの枝ヤ鳥始。危なを設置しま

した。 C九五日で注結構末ました。
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作直会烏年のの毎樟盟関
つに員の、保ゴ月干研、習
で喜た楽公謎ミニ潟究谷志
百びち悶告を姶回ク・会海野
回、は建防訴い、リ｜｜千市
記十「設止えや会 l森閑に
念五ま計事て野貝ン田のあ・
の日ず画業き烏を作三消る
パ に は と 固 た 観 中 戦 郎 拘 束 ’
lはーなにこ 祭心 」 会と京
テ干定つよの合にが長保。湾
イ潤のてる活のー十 2 趨内
lで前 実わ動建般五 （：：＿， l舌奥
を 、 迭 を が 、 設 市 目 、 動 部
聞と」結固まな毘で会をで
くんとぼ初宝ども百員続た
。rt.作 Iうの 2を参回四けだ
や戦と自ニ i菌加目十るー
おのじ扶年しいを人谷っ
し成て干~てて迎 H E舎のー
る果い潟 えの干自
乙をるのだ干平る「 i潟然

・を．索。野今潟潟。谷愛干

、d’F

6 
5只／3日哀及野外字朝日新rt)針。

。
カ
モ
メ
の
群
舞
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
i
i

o子
供
た
ち
も
参
加
じ
て
H
左
は
森
田
会
長

パ
l
－

P
ウ
ィ
ー
ク
に
因
ん
で

期
日

S
R
F
O日、
日
U

日
（
日
〉

7易

河

ぶ
ネ
干
潟
台
数
緑
九

アロ
1

1
不
勺
J

れ
を
め
汁

黄
色
リ
ハ
、
五
千
・
的

J
J

稜
か
田
印

主守
V

同
H川
J

竹内－

R
H

午
後

1
時
7
L
五
時
J
i
L

、
王
佐

徐
－
涼
－
十
潟
愛
護
河
、
究
会

谷

才

干

潟

、

反

の

会

海
を
遊
び
相
手
に
育
っ
た
森
田
さ
で
も
有
数
句
野
鳥
の
宝
庫
と
略
ば

ん
が
円
埋
略
立
て
の
遂
行
で
、
国
れ
、
各
地
か
ら
パ
1
ド
ウ
オ
ッ
、
チ

有
地
分
わ
ず
か
三
十
訟
を
残
す
だ
ャ
ー
が
や
つ
だ
く
る
ま
で
に
な
っ

け
と
な
り
、
そ
れ
さ
え
も
生
ゴ
ミ
た
P
ま
た
、
水
辺
に
深
が
根
づ
い

や
粗
大
ヰ
ミ
の
捨
て
場
に
な
っ
て
た
り
、
ユ
リ
カ
モ
メ
の
エ
づ
け
に

、
い
る
の
を
悲
し
み
、
一
人
で
干
潟
も
成
功
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

企
M
込

、の
清
掃
に
乗
り
出
し
た
の
が
き
っ
私
の
理
想
i
i

毘
5

か
け
。
新
聞
記
達
め
仕
事
の
合
司

1

U
H

－

－
闘
を
繕
っ
て
、
黙
々
と
ゴ
ミ
拾
い
公
害
防
止
事
業
団
に
よ
る
谷
湾

＼

、
を
続
け
る
諜
田
さ
ん
の
姿
に
共
鳴
干
潟
盤
倒
四
カ
年
計
画
に
今
年
か

ィ
ー
し
た
干
潟
周
辺
の
主
婦
た
ち
も
参
ら
約
百
六
十
億
円
の
予
算
が
認

ι

＝＝n
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
活
動
が
一
め
ら
れ
る
こ
む
に
な
っ
た
の
も
、

1
J
層
活
発
信
し
た
。
開
会
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
干
潟

K
H
j

保
理
の
世
論
を
盛
り
上
げ
、
行
政

師
長
手
づ
く
り
ベ
ン
チ

I
n
t

・
v

の
重
い
腰
を
あ
げ
さ
せ
た
、
と
い

・

テ

ヤ

’

ク

リ

ー

ン

作

戦

は

、

五

十

六

年

え

る

。

戸
、
川
一
二
月
、
干
潟
の
保
護
活
動
を
市
民
い
ま
森
田
さ
ん
は
一
枚
の
イ
ラ

’
J

’
ー
の
聞
に
も
広
げ
た
い
、
と
い
う
同
ス
ト
を
示
し
て
ヨ
い
れ
が
私
の
理

．

ト
パ
パ
’
会
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
清
掃
想
で
す
」
と
い
う
0

・
リ
ペ
ラ
ス
ト
は

P
L，

民

L
E
1活動
を
毎
月
第
一
言
、
火
曜
日
の
数
年
前
、
毎
日
グ
ラ
フ
の
依
頼
で

！
V
J

’
1
寸
H
I
－
－
一
一
回
と
定
期
侶
し
て
、
一
般
の
人
森
田
さ
ん
が
描
い
た
「
谷
樟
干
潟

z
p

ミ
が
参
加
し
や
す
く
す
る
一
方
、
そ
の
想
い
巴
だ
。
干
潟
の
あ
ち
こ

rh門
川

．

・

れ

ま

で

二

l
コ
一
カ
月
に
一
回
程
度
ち
で
、
野
鳥
や
魚
と
遊
ぶ
子
供
た
一

ヨ
同
ゴ
だ
っ
た
清
掃
活
動
を
大
幅
に
増
や
ち
の
慣
が
び
っ
し
り
と
描
か
れ
た
一

‘！？－－
匂
r

e

し
た
0

・活
動
は
、
午
後
一
時
に
同
イ
ラ
ス
ト
は
、
森
田
さ
ん
の
子
供
一

野

睦

河

．
研

に

会
の
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
る
フ
時
代
の
思
い
出
を
そ
の
ま
ま
再
現
一

三

日

護

日

ロ

1
2小
屋
前
に
集
合
、
午
潟
し
た
も
の
と
い
う
。
脅
さ
ん
は

！A
砂
愛
刊
の
中
や
周
辺
の
緑
地
花
散
乱
す
る
い
う
。
「
私
は
干
潟
の
思
い
出
の

一

宵

稿

且

ゴ

ミ

を

姶

い

集
め
る
と
と
。
ま
中
で
も
日
な
た
ほ
っ
と
を
す
る
人

断

urb’

e

た
、
野
鳥
の
観
察
用
に
・
手
づ
く
閣
で
は
な
い
。
干
潟
の
た
め
に
何

－
回

り
し
た
ベ
ン
チ
や
観
察
舎
の
修
理
一
が
出
来
る
か
を
考
え
て
き
た
レ
、

な
ど
。
短
い
時
聞
に
た
く
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
そ
う
す
る
つ
も
り

の
仕
事
を
こ
な
す
た
め
、
森
田
さ
だ
」
。
森
田
さ
ん
と
そ
の
仲
間
た

谷
津
干
潟
愛
護
研
は
四
十
九
年
ん
ら
会
員
は
大
忙
し
だ
が
、
作
戦
ち
の
グ
作
戦
H

は
、
ま
だ
ま
だ
続

十
二
月
に
箔
嘆
さ
れ
た
。
干
潟
D
の
お
か
グ
で
、
干
潟
は
、
首
都
璽
く
よ
う
ピ
。

毎J
4し日

新々
開

3年まる
ネ
ア

E
y、
新
殺
燃
、
ん
す
i
H
昔
寸
句
上
で

行
ぷ
わ
A

公立

41
え
を
だ
い
ご
い
淳
、
乏
を
／
’

約
加
放
の
乍
十
古
デ
ヘ
パ
ハ
・
木
ル
か
、
首
寸
は
じ
ノ
の

中
で
半

Trな
り
A
A
l

て
お
3
1
3
広
威
川
い
u
寸

展

れ
ま

す
又
、
決
木
で
作
ぃ
h
，
J
K’た一ア

ー
ア
ル
マ
ブ
ν
ムj
に
主
寸

L

か
け
夫
り
、
公
序
｛
に
づ

て
？
l
－L

士
ト
リ

L
犬
、
一
ヤ
艮
勺
、
一

A
に
丸
て
一
頂
き
ま
す
ノ

U

内
ー
容
は
、
干
潟
や
旭
川
AJ
主
寸
先
句
環
境
宇
古
ス
・

ポ
－
フ
、
）
一
ア
ダ
ア
湾
動
の
さ
＋
ふ
－
ミ
・

－
活
ゆ
り
息
・

不
法
午
干
潟
ク
リ
！
／
作
戦
・
お
リ
し
国
の
ふ
苧

干
潟
〉
乙
赤
銅
色
勺
子
役
中
足
・
ぶ
滝
干
潟
合
口

干
潟
の
ノ
生
物
標
本

された巣地

三戸語警を喜 不谷
雲受をを2君ダ法津
重三喜三？譲与投干
寄手量皐長高二棄潟
公 Lと芭で芝詰棄物｛こ
震を誉完露量分

止
事
業
団
が
新
年
度
か
ら
四
年
が
か

り
で
野
鳥
の
楽
園
づ
く
り
そ
進
め
る

予
定
地
。
十
日
ほ
ど
前
に
不
法
投
棄

に
気
づ
い
た
と
い
う
谷
海
平
潟
愛
謹

研
開
会
の
森
田
三
郎
さ
ん
は
［
草
地

は
こ
れ
か
ら
ヒ
パ
リ
、
ヨ
シ
キ
リ
な

ど
が
卵
を
産
み
つ
け
る
揚
所
だ
。
そ

と
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
山
に
す
る
な

ん
て
、
ひ
ど
す
ぎ
る
」
と
怒
っ
て
い

る。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
な
ど
が
不
法
投

社刊刊一一

野
鳥
観
雲
歪
別
の
草
地
。
約
＝
一
ぉ
一
一

の
草
地
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
と
残
一
－

土
の
山
が
三
つ
で
き
て
い
る
。
森
田

F
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー

さ
ん
は
「
谷
海
干
潟
一
帯
は
ゴ
ミ
捨
一
。

tut
－
0
3
5
5
N
EAltos－
tosh
am

て
揚
同
然
だ
。
産
業
廃
棄
物
の
ほ
一
京
襲
建
設
事
務
所
に
片
付
け
て
も
ら
一
ま
で
、
継
備
会
社
に
夜
間
パ
ト
ロ
l
一回

か
、
ガ
ラ
ス
、
畳
な
ど
、
あ
り
と
あ
て
つ
し
か
方
法
が
な
い
」
と
話
し
、
再
一
ル
そ
依
頼
し
た
。
そ
の
聞
に
も
、
不
一
－

ら
ゆ
る
ゴ
ミ
が
夜
中
に
捨
て
ら
れ
一
発
防
止
の
た
め
、
独
自
に
夜
間
パ
ト
一
法
投
棄
は
数
件
あ
っ
た
。
今
後
は
夜
一
－

る
。
そ
の
た
び
に
袋
に
詰
め
て
片
付
一
ロ
l
ル
に
乗
り
出
す
考
え
で
い
る
。
一
間
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、

習
志
野
署
一
－

廿
て
い
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
コ
ン
一
ま
た
県
一
双
葉
建
設
事
務
所
で
は
一
と
も
連
携
し
て
摘
発
に
努
め
た
い
」
一
－

ク
リ
l
ト
片
は
、
土
地
管
理
者
の
県
一
「
昨
年
十
一
月
か
ら
と
と
し
一
月
末
一と
話
し
て
い
る
。

白

然
教
育
田
町
句
イ
ラ
ス
ト

忍
ご
・

－ 
"" 

散
歩
す
で
に

ど
う
ぞ
／
’

"-谷津子潟女主主羽i究会事務；あOf7t干・可016中村定完全
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t
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I
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7
4
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v
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坊
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7
n
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長
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、
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完
了

i
T

h
h
f
V
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！申

H
ド

湾
、
「
寸
ハ
き
与
？
と
し
て
り
ふ

rfd九九、

l

f
？
ぶ
）
桑
田
神

T
r
z
i
h

J

み
切
学
内
如
何
〉
れ
そ
勺

7
f
4
1ハ均一問共
y
j

ヨ

；

l

j

z禁
？
？
？
；
；

p
l
Zジ
ψ
l
l
f、
TJT

「
川
杯
、
す
よ
～
ロ
川
淵
干
狩
j
I
3
沖
地
見
犬
、
J

ふ
ナ
手
作
成
う
も
み
t
m
l
、汁－リ、

2
1

p
m
l
v
一r’
七
乞
お
わ
い
L
1｛
l
T

ず
つ
町
長
「
！
？
と
？
ペvAF

－
－
、
し

:f 

み
将
兵
内
線

ォユqlーも

1981.4.30 

谷
津
干
潟
愛
一
語
研
究
会
一
伽

一γ
お
習
志
野
市
谷
川
伸
コ
一
ム
l

七
時
荘
日
号
一
つ
土

電
話
。
四
七
四

l
u｜
五
O
凶
四
一
勢

文
士
一
見
・
織
全
え
も
私
自
三
、
亦
一
会

伊
ナ
宣
〈
4
y
」送ゥ
7
L

ノ
ヘ
ム
小
た
の
は
、
佐
ゐ
空
中
に
み
件
（

ま
り
の
須
サ
榛
ま
マ
さ
ん
（
件
才
）
で
す
回

A
フ
今
、
う
円
ノ
平
ぷ
削
喝
〈
で
あ
れ
ぽ
、
ぶ
弘
津
干
潟
は

ま
か
ハ
ー
ふ
か
ん
ど
し
と
一
吋
ぽ
れ
7
k
り
た
湾
代
で
や
め
マ
d
o

v－（マ
X
L
A
は
又
、
J
ふ
ず
ん
ピ
L
V
」
ソ
つ
呼

J

制
ろ
か 会リ 五

19 q十.12..q 

隻
ゃ
れ
尽
く
忍
り
つ
つ
あ
フ
た
時
で
だ
」
お
り
ま
し
た
‘

ば
川
八
龍
平
さ
さ
ー
ん
は
、
こ
の
頃
ふ
か
ん
ど
で
、
ア
サ
ハ
ノ

左
り
っ
ぱ
り
と
フ
た
り
、
海
引
に
一
莱
〉
7
k
来
、
ホ
マ
に
く

3
4域

及
口
左
す
ノ
／
＼
フ
マ
に
は
、
色
分
み
足
で
作
コ
「
l
、
り
も
た
の
で
七
十
に

b

牛
只
一
ぽ
日
ヘ
同
）
の
混
士
氾
新
聞
の
記
古
平
之
国
人
マ
、

市
慨
し
く
当
時
芝
想
り
お
ム
し
広
か
い
h

，J
W

さ
し
旬
す
り
役

有
d

円
咋

4
ノ。

湾
J

け
て
き
ま
し

iao 

やた

中
町
、
こ
の
字

査
を
玖
丈
L
守、

川
パ
ネ
ル
に
し
、
市

民
に
足
t
ま
す
。

沿ミ業3丁目見免ムリ、南函、

総格tf7の高｝瀬町方面左望之、吊

余
企
庁

3
丁
目
安
ん
よ
リ
、
殺
苧

益
決
・
文
国
オ
面
左
望
七

b
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習
志
野
市
谷
津
に
広
が

る
谷
部
干
淵
の
自
然
を
よ

み
が
え
ら
せ
よ
う
と
、
さ

る
五
十
五
年
か
ら
、
自
然

凌
好
家
や
主
婦
た
ち
で
始

め
た
毎
月
二
回
の
清
掃
活

動
「
谷
津
干
潟
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
が
、
き
ょ
う
十
五

日
で
百
四
回
を
迎
え
る
。

酷
油
が
流
れ
込
み
、
不
法

役
棄
の
ゴ
ミ
－が
散
乱
し

た
、
か
つ
て
の
ρ
死
の
干

潟
u

は
、
厳
近
、
野
鳥
の

盗
も
ぐ
ん
と
揃
唱
え
、
昔
の

主
位
在
日
・
悌

る
o
関
境
庁
で
も
今
年
度

刈

討

の

司

昌

明

、

塑
思
惑
割
弱
時

d
剥
国
社
引
に
取
り
組

む
こ
と
を
決
め
て
お
り
、

市
民
の
地
道
な
活
動
は
大

き
く
突
を
結
ぼ
う
－と
し
て

い
る。

同

u

「ベ
JR

門

7
L

ト
ヘ
υ

ト In
:J J3. Iυ日

部
胸

…

γ
ふ
↓
…

連
芹…

A

〈口
…一

ブ
《
川州
一

与
え…

i
引
付

ω
……

引の
一一

Lゆ
A
V

…

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
推
進
役
は
、

谷
津
干
潟
愛
謹
研
究
会
代
表
の
岡

市
谷
佳
ニ
の
七
の
七、

新
聞
胆
店
店

員
森
田
三
郎
さ
ん
合
一
八
）
。
京
葉
浴

築
堤
で
せ
き
止
め
ら
れ
て
で
き
た

三
十
三
訟
の
同
干
潟
は
、
水
路
か

ら
流
れ
込
む
工
場
な
ど
の
廃
油
や

流
木
、
ま
た
不
法
投
棄
の
生
ゴ
ミ

や
壇
れ
た
タ
ン
ス
、
冷
蔵
庫
、
家

の
隣
材
な
ど
粗
大
ゴ
ミ
が
散
乱

夢開花
者
u
と
見
ら
れ
た
こ
と
さ
え
あ
っ

た
。そ

れ
で
も
、
五
十
二
年
ご
ろ
か

ら
、
周
辺
の
主
閥
や
お
年
寄
り
た

ち
が
、
二
人、
三
人
と
ゴ
ミ
袋
持

参
で
清
掃
活
動
に
加
わ
り
始
め
、

一
年
後
に
は
二
十
人
ほ
ど
に
増
え

た
。
そ
し
て
仲
間
で
話
し
合
っ

て
、
五
十
五
年
三
月
か
ら
毎
月
第

三
日
昭
、
火
胞
日
を
定
期
清
掃
日

-l!-h I 
．県円 I 
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清掃に汗を流す主婦 （円内は森田代表〉

し
、
荒
れ
股
題
だ
っ
た
。
子
供
の

こ
ろ
潮
干
狩
り
を
楽
し
ん
だ
こ
と

の
あ
る
森
田
さ
ん
は
、
「
貴
重
な

自
然
を
死
な
せ
る
に
は
し
の
び
な

い」

と、

四
寸
九
年
か
ら
、
た
っ

た
一
人
で
清
掃
作
業
を
始
め
た
o

新
聞
別
法
の
合
聞
を
ぬ
っ
て
、

生
ゴ
ミ
は
鎮
め
て
燃
や
し、

粗
大

ゴ
ミ
は
一
か
所
に
ま
と
め
て
積
み

上
げ
、
市
に
回
収
を
交
渉
。
し
か

し
、
取
り
除
く
よ
り
抱
て
ら
れ
る

ゴ
ミ
の
方
が
多
く
、
「何
も
一人

で
や
ら
な
く
て
も
」

と
，
変
わ
り

運動4年

機

会」

の
メ
ン
バ
ー
も
参
加、

運
動
行
き
パ
ス
、
京
成
谷
津
遊
岡
駅
南

一

会

楽

し

い

記

念

の

催

し

計

画

。
。

に

つ
い
て
語
り
合
う
一
方
、

「交

口
の
千
葉
寄
り
三

震
の
と
こ
ろ
一

S
回
目
乃
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
ル
の
並
ぶ
「
フ
ロ
1
ネ
の
小
屋」
o

流
会
も
開
く
」

こ
と
に
な
っ
て
お
か
ら
同
パ
ス
で
、
津
田
沼
高
校
前
一

き
ょ
テ
十
町
日
午
後
一
時
か
ら
行
作
業
の
あ
と
記
念
の
お
し
る
こ
、

り
、
一
般
の
参
加
も
待
っ
て
い

下
車
o
徒
歩
五
分
。
問
い
合
わ
せ
…

わ
れ
る
。
髪
店
場
所
は
、森
田
さ
ん

豚
汁
パ
ー
テ
ィ
ー
も
予
定
し
て

る

。

は

同

干

潟

震

説

研

究

会

（

培

O
四
一

が
流
木
、
揺
を
利
用
し
て
つ
く

い

る
が
、
こ
の
日
は
在
日
外
国
人

同
干
潟
へ
は
、
息

詰

額

七

四

｜
五
了

五
O
四
四
）
ヘ
。
…

ナ
た
あ
ず
ま
屋
、
ベ
ン
チ
、テ
1
プ

の
自
然
保
諮
団
体
「
拙
球
友
の
南
口
か
ら
「
秋
津
・
香
澄
団
地
」

内
訳
は
、

＼渡
り
鳥
左
中
心
に
お
主
人
。
台－一川

読
売
新
聞

十
尺
ぽ
日

バ
l

不
ル
m寸
盲
穴

ω点
左
一
夜
一
一
小

L
ま

し

た

。

メ
ナ
カ
冶
ん
のhw
h
ーか

一時
三
足
、λ
ま
し
た

や

干

潟

、

℃

人

間

の

ひ

か

や

リ

人

々

、

ポ

一

フ

、

ν

作
フ
マ
か
5
3
4目。

年
吹
い
い
よ
μり

ノ

V
」
水
ず
溜
ま
っ

V

た
か
フ
た
の
で
す
ず
、
場
所
沙
広
三
の
平
日

一て

すぜ

た
ず
ま
ヲ
ァ仁
か、

土地
卜

一
プ
っ
ア
汚
－
新
ぷ
ゾ
］
舟
υ
お
車
九
で
す

J
O

私

奇

見

〉

い

し

て

は

、

問

主

ん

ぐ

い

つ

り

明

石

代

未

し

昨

してさあ楽園づく行政も動か

主
刈
の
mナ
十
白
九
だ
け
・
ア
」
引
ハ
一
ウ
リ
ヱ
一
俊
一
一

A

し

に
ー
に
み
た
ん
で
被
け
7
K
L
ま
り
ま
L
た。

不
さ
有

た
の
で
は
、
図
絵
阻
み
た
く
ぶつ寸－
L
王
U
、
奥

給
L
7
k
を
向
k
〈
や
め
ず
、
刻
、
明
会
主
で

L
マ
L
ま

行
』
庁
、
＼
送
中
之
広
く
て
、
当
人
「
去
の
方
向
に
〉
7
L
ぐ

りま
L
定
。
仲
代

J

ト
い
え
＼
は
そ
う
で

L
中
氏
。

で
在
、
ム
フ

i
2冷
は
、大
丈
夫
で
L
夫
。
対
に
く

の
L
U人
に
よ
v
t
d
℃
、

τ斗
目
の
玉
砕
不
・
夜
リ
は
ご
と

で
芝
、ザ
ヒ
フ
L
寸
k

そ
週
A
1
7
K
L

ま
う
Y
〕め

J

と
v
u
o

〆
デ
カ
史
、
み
ん
ぷ
盗
じ
JJAつL
す
コ
マ
ん
て
ん
、
ム
フ
は
膝
行
ネ
ズ
＼
＼
＼

末寸
f
k

、
米
ぐ
。

（
合
粗
末

．

ゐ
広
U
の
で
、
あ
す
程
度
こ
ぎ
山
う
の
待
望
左

入
札
7
1
Eい
つ

り

ま

L
た

。

け

い

う

フ

ー

に

ゃ

あ

l
U。
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寸
し

今
4
山田

q
一

J

訂
口
一
日
一
一
附
け
れ
一
円
引
け

M
M四
四

一

1

u

－
伝

2

－4
l

z

z

（

Z
実－

q
件
一
足

ー
ォ
」
川
昔
、
・
結
集
中
我
百
三
時
一
竺
A
r
m

－凡－Z 一
あ

な
十
オ
は
分
い
つ
や
A
1
7
7
グ
寸

j
y

一塚

s
k

一－同校

合
九
q
u
dペ
ヒ
嶋
崎
サ
ホ
た
り
ノ
一
計

、才へ

wm
ヘ
V
L

え
ゐ
A
W
涜
p
a
’
’
’
一
州－4

l
 

A
f防
J
m
ツ
而
叫
同
地
川
ノ
ム
ア
は
中
心

v

（

一

．

1

刀
り
の
J

す
／
み
し
ゅ
従
の
は
ヤ

1
石

A

一
け

－
h
汁

l

－
ハ
H
V

一
n
－l

a収
後
り
す
の
／

w
tで
一

一
ゲ

、

一

4

t

す
j

州、
T
1
A
1
ぇ
了
賞
人
’り

日

ま

で

一

n
l

，

一

4ー

が
ハ
に
ら
j
l
mソ

J
t
l
k

コ
ア
デ
什
ノ
シ
一
人

一
守一－K

I

V
A

－
 －7
、

－t
t
L
 

A
「／手ン
C

、
コ
ア
ジ
サ
－

d

／

J
Y
口
ノ
す
い
リ
・
コ
チ
一
絡

い
リ
の
繁
短
調
査
Z
l
k
ま
す
。
期
閣
は
一
昆

繁
殖
一
舟
ア
示
ノコ、
4
1
月
下
旬
か
ザ
八
円
の
物
今
一
片

ま
で

9

日
す
り

E
Z、
路
、
和
田
牟
？
や
リ
弘
ぬ
の
一
知

マ
ぞ
う
M
W
4
r
↑
に
広
り
ま
L
売

。

一

一↓品

、
一
九
来
港
、
ぜ
ゑ
r扶
注
め
、
2
T苅
か
伝
来
て
一
究

コ
ロ
ニ
ー
か
れ

kAXた
時
か
M
W
4－
喰
志
の
で
、
－
j
山

丁
友
A
T
イ
saa－－込＼、
υ

川
ノ
ん
が
よ
か
フ
た
の
で
す
。
行

互
不
海
食
人
に
志
－
け
3
コロ－

T
の

最

盛

時

滑

に
は
、
荒
川
河

Z
Z
E埋
今
、
亙
「
（
角
、
更
に
ぺ

清
安
埋
め
、
五
マ
均
に
士
で
、調
査
器
山
崩
？
’
」
」
－
A

ニ

quま
ー
た
白

L
か

d
l、
府
，
そ
の
、
開
発
φ

旬

日

に
コ
ロ

T
は
安
全
V
L

消
滅
l
寸

ゆ

き

、

川

－

余
；
乗
は
払
均
九
山
L

広
く
ぷ
白リ
、
外
ア
は
、
幕
採
取よ－－h＋良

守，

A
V
J繁

1~~ JI 

b

j
j

／’ 

’
d
 

h

‘，，，
na

、

有
及
雨
天
め
／

一野
小
7

．、

f
で
ふ
A
か
す
コ
ロ
ニ
ー
ー
は

，L

み
届
深
刻
ぎ
の
ノ
級
米
通
九

体
の
倉
〈
ト
《
ハ
／
湧
’
宅
金
、
十
j

v

’hv

炊
l
き
い
ド
ラ
ム
の
／
外
洋
，
－
勅
に

Y

Y
旬
サ
、

布
、
は
」
務
め

A
＋
1
4斗
な

7

見
か
r
ワ
ミ
ー
ふ
l
k
く

μ
川
県
（

す
什
1
7
7
潮
風
士
八
時
初
、
基
一

え
て
水
Y

ぢ
寸
ム
り
、
〉

五
郎
ぬ
に
潟
l
t
む

均

あ
J
2
7
九

浴協～
1
ノ
為
J
H／
め
八
円

7
七
か
（

刈
引

t仏
噌
｛
／
ホ
ル
汲
の
／

ゑ
y
I
Pせ
Y
の
／
け
月
、
♂
ト
に
あ
リ
ノ

埋
め
立
寸
尺
今
、
ほ
ん
の
一
角

t
狩
す
の
み
Y
五

コマ
L
L
ま
り
ま
L
た
。
ざ
あ
、
ム
フ
牛
は
り
く
つ
の

端
末
か
停
に
ノ
小
コ
の
で

l
ょ
う
か
l

l

l

l

q
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F
J
（
ノ
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ご
う
ぷ
マ
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」

崎
吹
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l
」
Q
Y
弟九
l
L
h
d

ノか
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の

票

、

＜

防

波

け

ー

に

た

、

？
の
あ
否
、
海
芝
日
ん
す
vu
、

ぷ
科
ね
り
A
A
X
立
八
に
と
み
上
ゆ
J
T
禾

て
i
＼
ま
う
の
で
斗
叫
j
o

広
り
ぐ
1
1
矧
ほ
め
宣
寸
抑
ヘ
に
、

足
降
、
う
i
L
リ
ぷ
亡
の
そ
匂
￥
し

無
か
っ
た
碍
ヘ
ケ
ゴ
、
け
フ
モ
／
＼

国
人
か
け
マ
り
ま

L
七八。

廿
／
、
／
・
い
「

づ

a水
A
草

由

，

』

」

悶
戦
で
一

一

何
伝
十
室
～
章

1

，
札

i
古

E
一JJ
γ

川

n
H
u

．

－

－a

、、Ta司

引
ン
写
一
悦

ふ

F

一
の
川

で

H
y
叫
帆

υ
久

ι
 

拭

、

y
‘
口山

vυ

E
ノ
／

ρ
0

橋

‘

船出
志
野
市
の
谷
律
干
潟
を
野
鳥

の
す
む
と
こ
ろ
に
ー
と
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
谷
涼
子

潟
変
説
研
究
会
、
森
田
三
郎
会
長

（三
八
百
写
真
展
「
よ
み
が
え
宍
合

樟
干
潟
」
が
西
武
船
僑
店
六
階
で

開
か
れ
て
い
る

L
寺
真
Hι

・
屋
市
小
作
品
は
ゴ
ミ
の
山

ーか
ら
百

回
に
お
よ
ぶ
ク
リ
ー
ン
作
戦
可

野
間
の
凝
固
に
よ
み
が
え
っ
た
平

闘
や
市
楽
す
る
野
鳥
た
ち
を
お
さ

め
た
も
の
で
、
八
ツ
切
か
ら
四
ツ
同

切

ま

で

六

土

ハ

校

。

一

出
彩
し
た
綴
回
会
長
は
、
附
相
一

四
十
九
年
ご
ろ
東
京
湾
周
辺
で
唯

一

一
と
な
っ
た
谷
悼
平
向
が
ゴ
ミ
の
一

山
に
開
も
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
一

一
人
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
乗
り
出
一

し
た
。
こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
先
一

月
十
五
日
で
百
四
を
数
え
、
多
い
一

時
は
二
百
聞
刷
用
、
五
千
か
ら
一
万
一

羽
の
波
り
財
が
飛
来
す
る
ま
で
に
一

ハ
合
政
干
潟
は
よ
み
が
え
っ
た
。
一

己
の
写
真
展
は
日
本
野
鳥
宏
冨
一

の
五
十
周
年
記
念
の
一
殿
で
九
日
‘
－

ま
で
。

リ
マ
J

んjJ 

1 て
を b ¥ ) 

イ3長 A

i ; ?. 
土 ll て、、
元々 す；

・’

h

、a

、

川
ハ
イ
プ
グ
ま
だ

J

C
3
木
亨
し
晴
氏
リ

ょた
yw
マ
述
、
つ
が
刻

く
、
理
め
、
一
斗
寸
処
の

釜ゃあ3会5
:, 与 ま
:; ~切で、

~\ .~金
一τ、辻合 ／ 

す0 ~ 3す、

ふ
た
＼
一
一
を
み
、
一
一
己
し
か

、一－－
i古
木
て
、
一
次

L
ていリ

っ，．H
A

叫，工

ィ、
二十来日寺反社／会

け
か
h
ノ
ゲ
計
吹
い
し
？
広
ノ
h
ノ
ま
て

丈J-＇計で、す、

ん
よ
心
λ
。
℃
ん
ハ
リ
ゲ

f

唱
。
リ
勺
に
じ
，
d

あ。



白土ヒの子イ夫会の、野タ崎見察・野外刃－勃・野外1X辛ケ鳥2マ白め
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「

》

〆

e, 

q ］~ち

谷

津

干

潟

愛
護

何

女

会

一

一

夫

一

－
は
り

一号
制
自
…
間
以
一
一
…
一

ι戸川
印

刷

間

一

一

的

文
音
〈
・
編
集
森
田
一
同
一
一
七

一

〉
フ
し

の
茎〆で
に
向
フ
マ
日
成
か
ん
成
事
〈
芯
の
で
メ
、
毎

一
し

ん牛
み
ん
急
復
フ
マ

U
3
の
で
与

J4疋
に
作
ヲ

一料

セ
て
み
た
いリ
〉〕
口

一

フ
口
1

え
の
小
司
令
、

2・
一
寸
潟
下
の
野
鳥
観
一
也

駒
栄
、
ポ
一
ア
ル
一
ア
グ
ア
活
動
ぷ
Y
句
中
ん
と
広
フ
マ

υ
一見

ま
す
。
同
時
に
、
寸
谷
津
干
潟
の
象
徴
ご／ム

一um

h
小ル

L
Y
X山つ
三

ゴ掛
川
市しす～

一名一の

来
不
V

」
竹
ヒ
ア
－
ン
左
泡
斗

6
2ぃ
ミ
作
ぃ
h

ノ
一
件

本
た
寸
ア
U
l
－－
不
の
小
芝
し
は
、
1

初めノ寸十一人

一寸へ

小
空
L
X
一ヴ
ぽ
A
三
次
に

「
ぷ
ノず
ま
左
し
γ〕

一
一日

巧
ぱ
点
て
↑
で
ま
L
た

Q

一ピ
一
l
ゎ
V

次
l＼

U
季村肉付
ー
に
は

k

広
ま
り
局
発
味
は
一
一
プ

舟
忙
し
ヤ
で
ま
で
ん
か
、
初
夏
か
、
う
校
句
人
ま
で

一
・

ー

一
」

は

強

り

自
主
ん
（
ア
」マ
け
マ
切
る
の
一
日
持
休
刊
の

一
左

小
屋
し
と
し
て
、

泊
代
大
広
効
月

Z
Lつにセ「
L
U

一
町

ま
す
、
と
く
に
持
女
子
、
定
人
は
V
7、
う
で
L
た
一
件

み
な
え
「
フ
ロ
ー
ネ
句
会
子
中
と
か
わ
り
が
コ
「
L

巾。一市

立

l
i
l
－－
i
J
1
l
i
j謝
料
樹
魁

ポ
ヱ
一
匹
口
パ
士
ニ
日
↓
と

一

手

γ
下
一
蹴
鞠
泌
が
と

ふ

盤
一
、

一

一時司
棋
院
事
一
一
騎

一

麟
一
日一双そして

一

一一四一
一γ，同

一

山
間
一

f
の
十
一
月
ょ
う
一

十一一一
如何一一
一一
一
一
…
一
糸
一
泊
以

鶴
田
一
手
ん
で
来
た
す
力

一

一点
一一υ…

7
－一に
ん一二一一議弘
一

メ
u

’

L
一瞬
一

一

主一一応対

p
f…γ
ー
評
議
一

モ

J
4四
一
元
メ
は、
受

注

り悶一へ

一

二
一
三
一
関
野

rLhfi
－－一一一ド’一
川
一

附
幽

χ
帰
コ
寸
り
宅
ま
し
三
口
一

ρ
f

一ん
－（嘉
F

一
一二J

ム
一

）
ノ

a

q
m魁
一

）

一

：

二

荒
川
製
品
ト
省
一
＼
．
b
J
J
4
1
4
%
i

－一

ユ
ン

；江
一
三2
ー

？

守

一

ィ
一一一
一
一
主
将
一
三
一
一

時一翻
一
γ
え
象
予
知
内
、夜一

－
K
ぷ
A
F
i
1
十校戸川一一二一
一

河

川

一

一一仁
一
3
直
前
に
ば
一
一会－

τ
一

行

制

ink－－れし
い一丸一

114一

ざ

一

l

h

」
m
H片
山
同
庁
内
民

i
l
出
陣骨
同

r」

斜
角
川
げ
に
鳩
カ
L
7に
く

A
夫
、
団
央
の
子
供

T
Z得
、
パ
、
ν
左
、
大
＼
努
へ
石
造
つ
ご
ず
り
ま
す

J
o

又ネにノ；

小
か
ん
W

し・・

・
よ
り
十
一
途
殺
の
う
み
か
4

め
っ
た
墳
の
ノ
、
背
の
ノ
ぶ
連
？
？
寸
潟
り
、
十
一
角
り
入
内
問
Jγ

為

、

..I ,.. 

E
乙

）／

’ヨ
一司
Jγ
－
3
J
了よ
J
W

j
、
「
ノ

＼

J
タ
l
ノ

E
W
Ht〈
E
L／
／
一
ノ
ハ

7
h
i

一γノ
τ

／を
刈
フ
ウ
L

、
フ
ロ
！
l
不
の

l

小
一
径
五
年

リ
ぷ，かじノ

野
来

M
V

肉
で
卜
～
ν
汁
芝
一
作

つ
寸
ぶ
川
夜
、
ぺ
す
の
で
す

I
g
le

’。

九枚
津
・3
丁
目
子
供
ふ
へ
寸
引
い
ま
わ
リ
し

子
供
伊
川
人
ぐ
じ
ノ
り
、
矢
口
ん
ず
却
7
、
犯
人
程

来

3
X
の
と
X
。
つ
り
で
に
、
ケ
リ
ノ｜
、
JAr鞠

引

を

体
験
マ
せ
た
川
そ
う
で
す
。

愛
護
研
吹
会
、
及
の人
突
が
」
均
カ
の
依
頼
す

あリ＋工、
L
た。

俣
の
人
の
、
訪
L
では、

犬
山
に
谷
津

j

ヰーお
に
行

っ
て
為
主
観
察
す
3
の
で
は
本
〈
、
体
土
復

っ
て
り
ヲ
ノ
＼
衣
之
V

し
之
、
マ
せ
た
り
そ
う
ヱ
ヘ

V

」くいい
、
フ
口・
l
i
不
の
小
官
没
収
、
こ
本
介
uV－
R

／

f
 

ノ
メ

／ ’r'/ 

，〆
J，、

， ／ ノ5
〆、手，.~‘ 

／ ケ a / , ;  , f ζ 」 ／／ ／
- ノ‘r . .,c ’ ノヤa ， ノ戸

, ＇ 戸／ .. ’f / 

7.r f 〆／／

〆 ．〆
／ ， 

, 





• 

千三起の弓ーイ夫たち ーみんなまフ白けの良オ、ラエメ易 才2守託（十？とちり四社よリ j

ピ

子役l二℃って、良かラ llt）ちl)ちな地小柄 ！こ危えた。 員IJ枝！？えによって、でまでさ、まなうももへh オずあ3の左対共大将村教わった。



（谷孝乙津田沼のl向の！日海岸）を亨sJ1Jて時イ又グ6' 、B
I
J
W

マ
＼
J

／
F

，
 

ン作戦隆史クリ トJ＂仁、

旧
保
弘
科
院
和
問
弁
hhdR
3
岡
山

クリ－ジ作戦

のお知$tてケ3記載した涯の。

浄義。、t;

-ffi. F¥ it.にて l)"3'、

？てfぐひとつ
ペ》んどリロ

ょ
の
信
斗
臭
ば
、

埋
め
立
マ
怖
べ
〉
】
出

、
下
街
史
、

国
電
洋

こ
の

「ふ
か
ん
ど
」
｜
｜
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岸
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潟
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、
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介
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＼
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や
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気
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だ
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